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『障害への理解を』

　『障害者週間』は、障害者福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他あ
らゆる分野の活動に参加することを促進するため、障害者基本法第９条に基づき設けられています。
　今回の特集は、障害者週間にあわせて、市の障害者の状況や、知っていれば困っている方の支援につなげる
ことができる情報をお知らせします。
　障害がある人もない人も、お互いに理解し、協力し合える社会のために、知ることからはじめませんか。

12 月３日～９日は『障害者週間』です

特集

市の障害者の状況
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障害別 H24年度末 H25年度末 H26年度末 H27年度末 H28年度末 H29年度末 H30年度末 R元年度末 R２年度末
身体障害者手帳 ３，０１６ ３，０６４ ３，１１５ ３，１９１ ３，２４１ ３，３４９ ３，３７２ ３，４３６ ３，１５８（※）
療育手帳 ５６５ ５８３ ６０４ ６２７ ６４６ ６６５ ６９２ ７１３ ７０８

精神保健福祉手帳 ２６５ ３１１ ３３３ ３７３ ４２３ ４６６ ４６６ ５１８ ５５８
合計（Ａ） ３，８４６ ３，９５８ ４，０５２ ４，１９１ ４，３１０ ４，４８０ ４，５３０ ４，６６７ ４，４２４

市全体人口（Ｂ） ７６，２６５ ７５，７７３ ７５，２７７ ７５，１２７ ７４，７１３ ７４，０８４ ７３，６５３ ７３，２２９ ７１，９２６
比率（Ａ/Ｂ）％ ５．０４ ５．２２ ５．３８ ５．５８ ５．７７ ６．０５ ６．１５ ６．３７ ６．１５

障害者への理解

　障害のある方には、自分から「困っています」を伝えることが苦手な
方がいます。特に障害のある方が外出した時に「手助けがほしい」こと
をうまく伝えられない方がいます。また、周りの方もそのような場面に
あった場合、「どう支援したらよいか分からない」、「障害のことがわか
らない」という状況があります。その両者を繋げるためのきっかけを作
るのがヘルプカードです。援助してほしい内容などを記入して提示する
ことで、周囲に助けを求めることができます。

『ヘルプカード』とは

【障害者手帳の取得状況】

【ヘルプマークとヘルプカード】

　下表は、大田原市に住民登録がある方の障害者手帳の取得状況です。障害
者手帳の新規申請者数は年々増加傾向にあります。

　電車やバスなどに乗っているとき、赤色の『ヘルプマーク』をつけている
方を見かけたことはありませんか？
　『ヘルプマーク』をつけている方が困っているときは、その場の状況に応じ
た声かけと手助けをお願いします。

　聴覚障害や高次脳機能障害、義足や人工関節を使用してい
る方、内部障害や難病の方、または妊娠初期の方など、外見
からわからなくても援助や配慮を必要としている方々が、周
囲の方に配慮を必要としていることを知らせることで、援助
を得やすくなるよう、東京都が作成したマークです。栃木県
でも平成29年８月１日からこのマークを導入し、合理的配慮
を促す一助となるよう普及に取り組んでいます。

『ヘルプマーク』とはヘルプマーク・ヘルプ
カードは福祉課窓口の
ほか、各支所、各出張所、
各地区公民館にて無償
で配布しています。

※令和２年度末の身体障害者手帳取得状況については、過去に届出がなかった死亡・転出な
どの動態情報を手帳交付台帳に反映させたため、一時的に数値が減少しています。
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困ったときは相談窓口にご相談ください

交流の場と相談窓口

　大田原市福祉ふれあいまつり実行委員会で
は、12 月 17 日㊎まで本庁舎８階展望ロビーに
て、障害者の作品および関係団体の活動内容報
告パネルの展示を行っています。詳細は広報お
おたわら 11 月号の折り込みチラシをご覧くだ
さい。
　大田原市地域自立支援行議会事業所部会にお
いても、12 月１日㊌～ 28 日㊋まで市内の障害
福祉サービス事業所を利用している方が制作し
た作品を、本庁舎２階市民ギャラリーに展示し
ていますので、ぜひご覧ください。

　福祉課　　３階　　　（２３）８９５４本

　問題がはっきりしていなかったり、複雑だったりす
るときに、今後どうするのかなどを一緒に考えます。
　訪問相談、専門機関への紹介、関係機関との調整な
ども行います。相談は無料です。
電話：（２０）６７５１
時間：午前８時 30 分～午後５時 15 分（㊊～㊎）

　主に心の病をお持ちの方やそのご家族の生活のしづ
らさを一緒に考えます。
　相談は無料です。
電話：（６３）７７７７
時間：午前８時 30 分～午後５時（㊋～㊏）

　身近な地域で障害のある方や
その家族の目線に立った相談援
助を担っています。相談したい
方は福祉課障害支援係までご連
絡ください。市役所から相談員
にお取り次ぎします。

大田原市障害者相談支援センター

ゆずり葉（市委託相談）

障害者相談員

　障害福祉サービスについての相談をはじ
めとして、障害に関する各種相談を受け付
けています。
電話：（２３）８９５４
時間：午前８時30分～午後５時15分（㊊～㊎）

福祉課障害支援係

　市では、大田原市地域自立支援協議会による「フリースペース」の
開催や、気軽にご相談いただける相談窓口を開設しています。

　障害のある本人や障害のある子を持つ保護者などで組織する「大田原市地域自立支援
協議会　当事者部会」では月１回フリースペースを開催し、交流の場を提供しています。
　また、ホームページに広報紙を掲載し、市民の皆さまに障害について知っていただき、
差別や偏見が少なくなることを願い活動しています。当事者部会では、随時委員を募集
していますので、興味のある方は福祉課障害支援係までお問い合わせください。

交流の場『フリースペース』を開設しています

のお知らせ
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